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2009年度の位置づけと取り組み

中期経営計画「キョーリンMIC-’09計画」の
目標達成に挑戦

ROE　7%

■ 日清

■ 新薬事業の強化
　●選択と集中による競争力のある国内営業展開
　●研究開発パイプラインの充実

■ 日清キョーリン製薬との統合効果を最大限に発揮

■ キョーリン リメディオ、ドクタープログラムの育成、強化

製薬（株）のジェネリック医薬品についてもキョーリン リメディオ（株）に販売移管しました。
2009年度は販売価格の適正化、売上原価率の低減、新たな追補品の上市により、キョー
リン リメディオ（株）単体での黒字化を目指します。

スキンケア製品の開発および販売を行っているドクタープログラム（株）に関しては、成長
に見合った適正な事業運営により、ヘルスケア事業の核としての成長を目指します。

キョーリングループはステークホルダーの皆様との信頼関係を深められるよう努力してま
いります。特に、株主の皆様に対しては、利益還元と期待に応えるガバナンスの実践を進
める所存です。2007年度は、1株当たり22円50銭、2008年度は同13円の配当を致
しましたが、2009年度は配当性向50％を目途に実行することを方針とし、1株当たり45
円の配当を予定しております。

私は、総力を結集して企業の現在及び将来を考え、計画し、地道に実行していきたいと考
えています。キョーリングループの取り組みに対し、引き続きご理解と支援を賜りますよう
お願い申し上げます。

2009年7月

代表取締役社長　　　
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